
外来・在宅医療ソーシャルワークの
現状と未来に関する公開討論

実践14

10月11日 14:00-16:00
2025年

≪開催主旨≫

外来及び在宅医療に従事するソーシャルワーカーが増加し、当該領域におけ
る配置の重要性が認知されてきています。一方で事例検討等において「当該
職種が実際にどのようなことをしているのか？」、「ケアマネとの役割分担
はどうなっているのか？」など話題にあがる機会も増えています。

このため外来・在宅ソーシャルワークを取り巻く現状についての講義、およ
び実際に在宅領域でソーシャルワークを展開しているＭＳＷからの実践報告
を受けた後、現状と未来に関する公開討論をシンポジウム形式で行います。

実
践
報
告

URL:https://peatix.com/event/4522204/view

申込方法
お問い合わせ 

土

※オンデマンド配信：開催約３週間後～2026年３月３１日

◆対象者 医療ソーシャルワーカー・医療・福祉職 等
◆参加料 正会員・賛助会員：無料 非会員：￥5000

◆14:30～14:50

河原 広明 氏

手稲家庭医療クリニック MSW プラーナクリニック MSW

◆14:50～15:10

◆15:10～ 公開討論（座長：榊原 次郎 氏）

実践報告者・研修参加者でテーマに関しての討論

◆15:55～ まとめ・閉会

※申込期限
Zoomオンライン：2025年10月08日（水）
オンデマンド配信：2026年02月28日（金）

北海道医療ソーシャルワーカー協会 教育研修部 天使病院 奥村 奈緒子

011-711-0101主催：一般社団法人北海道医療ソーシャルワーカー協会

Zoomオンライン

飯塚 かおり 氏

◆14:00～14：30
講
義

名寄市立大学保健福祉学部 社会福祉学科 准教授

榊原 次郎 氏講師
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